
i-Constructionへの取り組み



函館港若松地区岸壁ドルフィン部その他工事



Ⅰ．鋼杭打設作業の生産性の向上と省人化への取り組み

概 要概 要
◆当該⼯事は函館駅前にて、クルーズ桟橋の施⼯を⾏ったものであるが、暫定供⽤⽇が平成３０年秋期に予定
されており、⼿戻りのない安全かつ迅速な施⼯が求められた。
建設地は⻘函連絡船記念館摩周丸が隣接しており、観光バスや観光客の出⼊り等、限られたスペースでの

作業制約条件がある中、⼤型鋼管杭(φ1400、L=68m)の打設を、ドルフィン上部⼯の設置作業に影響を
与えないよう、精度良く杭設する必要があった。

➤打設杭が⼤型鋼管杭(φ1400、L=68m)であるが、次⼯程で⼲渉障害とならないよう、打設精度の向上が必要
➤建設地は⻘函連絡船記念館摩周丸が隣接しており、観光バスや観光客の出⼊りの関係で測量スペースに制限
➤摩周丸や仮囲い等の障害物があり、挟⾓や距離の許容外となり、2⽅向からの測量が不可
➤現地盤が-40m付近まで続く超軟弱粘性⼟のため、測量⽤の海上櫓設置が難しい

現場条件現場条件

➤ 3D鋼管杭打設管理システムを使⽤した打設管理の⾼度化による⽣産性の向上と省⼈化
・3D鋼管杭打設管理システム（NETIS番号:CBK-150003-A）は、⾼さの異なる2点の杭位置をノンプリズム式
トータルステーション(以下、TSと称す)で視準し、同時に⾃動追尾式TSにより計測した⾼さ情報を加えて、管理
者1名の作業で杭の任意の位置での移動量や傾斜をモニターに表⽰できるシステム。
・ノンプリズムと⾃動追尾式TSを⽤いることで計測を⾃動化しており､リアルタイムに杭の3次元位置がモニター
で確認できる｡これにより、オペレータは鋼管杭の⽅向修正を容易に⾏うことができる。



「３Ｄ鋼管杭打設管理システム」による⽣産性の向上と省⼈化

➤ノンプリズムTSによる直接測定
トランシット測量のように、基準線に対して⽬測で誘導するのではなく、鋼管杭をノンプリズムTS(レーザー)
で直接測り、実際の鋼管杭の現在位置・状態を特定しているため、1cm単位での設計位置とのズレを数値で
表すことができ⾼精度な施⼯管理を実現した。当該⼯事では出来形を設計値の50％に押さえた。

➤管理エリアの集約と施⼯管理に要する労⼒の⼤幅削減
従来の複数⽅向からの誘導と違い、ＴＳ5台を1箇所に集約して測定できるため、トランシットの移動による
時間ロスや補助作業がなくなり、視準者や⼿元補助員の配置等、施⼯速度の向上や⼤幅な作業⼈員の削減が
可能となり、現場の省⼒化へと繋がった。
また、観光客等の第3者や他⼯区への輻輳等の影響を与えず施⼯管理ができた。

➤操作性の向上と打設精度
オペーレータは、モニターでリアルタイムに打設杭と設計値（杭の打設位置・傾斜・⾼さ）との誤差を、
視覚的かつリアルな数値およびグラフィックで確認しながら作業できるため操作性が向上するとともに、
打設精度も向上するため、後⼯程の上部⼯への品質に影響を及ぼさない出来形管理を⾏うことができた。

測定状況 モニター画面３Ｄ鋼管杭打設管理システム



Ⅱ． ３次元データ利用でフロントローディングによる手戻り防止

概 要概 要
◆当該⼯事は函館駅前にて、クルーズ桟橋の施⼯を⾏ったものであるが、建設地は周辺構造物が近接するとともに
作業船等も輻輳し、関係者との確実な情報共有や事前検討による安全確保が必要であった。
このような制約条件がある中、⼿戻りのない安全かつ迅速な施⼯が求められた。

➤暫定供⽤⽇の関係上、施⼯上のミスによる⼿戻りが許されない
➤施⼯時に、⻘函連絡船記念館摩周丸や周辺構造物および架空線との接触防⽌への配慮が必要である他、
多くの作業船が輻輳するため、安全で確実な施⼯が必要。

➤関係者との協議や打ち合せが多く、関係者に理解しやすい資料が必要。

現場条件現場条件

➤フロントローディングによる⼿戻り防⽌
現地の３次元データの活⽤を⾏い、広域地形を含めた⼯事周辺の詳細な現地形状（⼟⼯、地質等）と構築物を

組み合わせて３Ｄモデル化を⾏い、コンピューター上で事前施⼯検討を⾏う事で、狭い箇所での杭打ち船の配置
や電線下の建設機械の通過など、フロントローディングによって現場での⼿戻り無く施⼯ができた。
➤3次元で説明する事により現場技術者等への正確な情報伝達と安全性向上
3Dモデルで施⼯状況を現地技術者へ説明すると、従来の平⾯図や断⾯図での説明に⽐べ平⾯を3次元に想像

して理解する必要が無いため、短時間での理解が可能となる。また安全の指⽰もより具体的になるため、
安全性も向上する。また作成する資料も減少し。短時間で資料を作成可能となった。
施⼯計画検討時のみならず、関係者間での協議や施設の完成イメージを共有する際の有効な⼿段となった。



地上型レーザスキャナによる周辺地物の３Ｄ化

計測データ（未処理） フィルタリング処理後

摩周丸形状測定

➤施⼯場所周辺を地上型レーザスキャナにより３次元化して、周辺構造物の３Ｄデータを取得し、
摩周丸の位置や架空線の位置を確認すると共に、摩周丸や使⽤船舶を原⼨⼤にモデル化した。

3Dモデル化



３Ｄデータの利⽤

3Dモデルによる施工シミュレーション

「安全指示の見える化」土質データ

上部工打設時の高密度配筋の干渉チェック



Ⅲ．波及活動への取り組み

➤港湾協会総会in函館でのＢＩＭ／ＣＩＭ上映＆体験
平成30年5⽉16⽇に（公社）⽇本港湾協会の総会が開催されたが、函館アリーナ会場で⼤型ディスプレイ２台

を使⽤して『３次元モデルを⽤いた施⼯ステップイメージ動画』および『新岸壁完成時の函館市の景観モデル』
等を⼀般公開した。
➤ミャンマー港湾公社訪⽇調査団から視察
ミャンマー港湾公社訪⽇調査団へのアテンドを⾏い、クルーズ船受け⼊れへの3次元への取り組みやその特徴を
英語版のパンフレットにて説明した。視察を終えたMPA担当者からは、「周辺との調和を考慮したデザインに感
銘を受けた。この様な事例が他国にも広まっていけば良いと思う」とコメントをいただいた。
➤学⽣⾒学会
学⽣への港湾⼯事における3次元データの活⽤やＣＩＭのモデルといった取り組みに対する説明を⾏った。
アンケートでは多くの学⽣が港湾⼯事におけるこれらの、新しい技術に興味をもったと回答された。

3次元化を含めたこれらの取り組みには、担い⼿である若者を惹きつける魅⼒がある。

日本港湾協会総会ｉｎ函館 ミャンマー港湾公社訪日調査団の視察 学生見学会


